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   主催 神戸市原爆被害者の会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                   

      
８
月
６
日
□
広
島
は
80
回

目
の
原
爆
の
日
を
迎
え
□
平

和
公
園
で
は
平
和
記
念
式
典

(

広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊

式
並
び
平
和
祈
念
式)

が
行

わ
れ
ま
し
た
□ 

       

 

松
井
市
長
は
□
□
死
ん
で

も
い
い
か
ら
水
を
飲
ま
せ
て

下
さ
い
□
と
声
を
振
り
絞
る 

     少
女
に
水
を
あ
げ
な
か
□
た

こ
と
を
悔
や
み
□
核
兵
器
廃

絶
を
叫
び
続
け
る
こ
と
が
犠

牲
者
へ
の
せ
め
て
も
の
償
い

と
し
た
被
爆
者
□
□
ネ
バ
□

ギ
ブ
ア
□
プ
□
の
精
神
を
若

い
世
代
へ
伝
え
続
け
た
被
爆

者
□
こ
う
し
た
思
い
を
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
□ 

 

□
米
・
ロ
が
核
弾
頭
の
９
割

を
保
有
し
□
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
中
東
情
勢
を
背
景
に
世

界
中
で
軍
備
増
強
の
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
□
自
国
を

守
る
た
め
に
は
□
核
兵
器
の

保
有
も
や
む
を
得
な
い
と
い 

     

う
考
え
方
は
□
過
去
の
歴
史 

・
教
訓
を
無
に
し
平
和
構
築

の
た
め
の
枠
組
み
を
大
き
く

揺
る
が
す
も
の
で
す
□ 

  

□
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
□
国
民
の
代
表
と

し
て
□
国
際
社
会
に
主
導
的

な
役
割
を
果
た
せ
□
来
年
の

核
兵
器
禁
止
条
約
再
検
討
会

議
に
オ
ブ
ザ
□
バ
□
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
□
と
平
和

宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
□ 

 

世
界
は
核
保
有
・
核
威
嚇

の
動
き
□
日
本
で
も
歴
史
を 

                
   

知
ら
な
い
□
学
ぼ
う
と
し
な

い
議
員
が
□
核
保
有
□
を
口

に
す
る
□ 

                                   

                                   

 
 
第１３０７号(５月15日、王子公園駅) 
  王子公園を守る裁判進行中 
第１３０８号(５月22日、阪神大石駅) 
  消費税廃止、富の偏在なくせ 
第１３０９号(７月24日、JR六甲道駅) 
  かい正康 奮闘するも議席に届かず 
第１３１０号(７月31日、王子公園駅) 
  被爆80年「原爆と人間」写真絵画展 

 

列
島
が 

真
□
赤
ア
ラ
□
ト 

 
  

鳴
り
渡
る 

天
気
予
報
の
日
本
列
島
が

北
か
ら
南
ま
で
赤
や
赤
紫
に
□

北
海
道
が
40
度
に
届
き
そ
う

な
暑
さ
□
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
□

ト
が
発
令
さ
れ
る
□
命
の
危
険

が
高
ま
る
□
野
菜
も
果
物
も
□

牛
□
豚
□
ニ
ワ
ト
リ
に
も
□ 

  

７
月
28
日
□
都
賀
川
水
難
事
故
か
ら 

17
年
の
こ
の
日
□□
７
月
28
日
を
□
子 

ど
も
の
命
を
守
る
日
□
に
実
行
委
員
会
□
前
市
会
議
員 

主
催
の
偲
ぶ
会
に
参
加
し
た
□
毎
年
□ 

ま
る
で
同
窓
会
の
よ
う
に
こ
の
事
故
に 

こ
だ
わ
□
て
い
る
人
々
が
集
ま
□
て
い 

る
□
普
段
穏
や
か
な
川
が
牙
を
む
き
５ 

人
の
命
を
奪
□
た
□
突
然
の
ゲ
リ
ラ
豪 

雨
□□
親
水
公
園
□
に
し
て
は
な
ら
な 

い
川
の
構
造
な
ど
□
幾
つ
も
の
原
因
が 

重
な
□
て
起
き
た
事
故
□
17
年
前
の
教 

訓
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□ 

 
新社会党 灘総支部 

   ０７８－８０１－６５３０ 
 

NPO 法人 働く人の相談室 
   ０７８－９４５－７７０３ 
 
 

日本軍「慰安婦」メモリアルデー企画 
 

闘い抜いた彼女たちと私たちのこれから  
８月２３日(日) 14 時から 
神戸市婦人会館・さくら 
資料代 1000円(学生障がい者500円) 
主催 「慰安婦」問題を考える会 

戦
後
80
年
□ 

空
襲
体
験
を
語
り
継
ぐ 

参
加
費
一
〇
〇
〇
円(

学
生
無
料) 

主
催 

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会 

 

８０年前、この上空で原爆が炸裂した 

核
保
有
は 

安
上
り 

松井広島市長 



                                    

                                    

                                    

 
 

 
 

 
 

                   

 

              

                                  

 

                    

          

 新社会党声明(要旨) 
 

第２７回参議院選挙は自公を過半数割れに追い込

み、また新社会党が「甲斐正康」の当選とともに目標

とした「護憲の砦としての社民党の政党要件確保」を

達成することができた。全国の党員・支持者の皆さん

のご奮闘に心からお礼を申し上げたい。 

 護憲派後退の中で   既成政党に逆風が吹

き、護憲派が後退する中で政党要件確保は新社会党、

社民党、「護憲の砦」を守りたいという人々の力、そ

のいずれが欠けても達成できなかった。 

 新社会党は、甲斐正康への支持拡大と各地での市民

と野党の共闘構築・支持拡大に力を尽くした。若く、

明るく、行動力にあふれた甲斐候補も全力を尽くして

闘った。甲斐が水道事業民営化反対を共に闘った仲間

である支持者からは、選挙結果を受けて「悔しいけれ

どやれることはすべてやった」と号泣しながらの電話

があった。 

国民の分断が進む   自公を過半数割れに追

い込みながら改憲派の３分の２議席を許し、護憲派総

体は後退、国民の分断はより一層進んだと指摘せざる

を得ない。 

 昨年から、各党が大衆の心に刺さる”とがった政

策”に力点が置かれ、「自国の利益のみを追求する」

「軍事には軍事で対抗する」国際社会の雰囲気が形成

され、戦後社会の大きな曲がり角を迎える中で、将来

ビジョンは語られなかった。その中で、国民民主党と

参政党という「右派ポピュリズム」政党が大きく伸長

した。立憲野党では、立憲民主は現有議席にとどまり、

れいわは１議席増、共産党は７から３議席に後退し

た。 

 今後、政界再編も想定される。立憲民主党には、軍

備拡大反対、国民生活擁護、脱金権政治など立憲勢力

の中軸としての役割を期待したい。 

民主主義は危機に   富の一極集中、貧富格

差を克服する社会ではなく、目の前の利益にとらわれ

る社会が作られつつある。国民民主の「現役世代の手

取りを増やす」への支持は、将来への希望のなさが、

国民に鬱積している現れと言える。参政党は、「外国

人から日本人の利益を守る」と外国人排斥政策で支持

を獲得した。欧米での移民排斥にも繋がる訴えだ。 

 改憲・戦争準備・国民生活の破壊とともにこの国の

民主主義そのものの危機を迎えている。次期衆院選は

遠くない。この危機に際し、新社会党が果たすべき役

割と存在意義はますます高まった。それに応える力を

つけるために奮闘しあおう。 

                     2025.7.21 
              新社会党参議院選挙対策本部 

俺たちトラックドライバーは３秒居眠りしたら人生

終わる、そんな仕事をしている。リスクの高い仕事だ

が社会には絶対に必要な仕事、とても尊い仕事。愛す

べきトラックドライバー、フォークマン、倉庫で働く

人、俺たちはもっと幸せになっていいと訴えて参院選

を闘いました。 

力及ばず議席に届きませんでした。ご支援いただい

た全国の皆さま、ありがとうございました。社会を変

える事が私の目標。選挙はその過程です。運動家とし

て、トラックドライバーとして、私は運動を続けます。

お力添えいただいた皆さま、本当にありがとうござい

ました。       2025.7.21  甲斐 正康 

ト
ラ
□
ク
野
郎
を
国
会
へ 

か
い(

甲
斐)

正
康
□
お
礼
と
決
意 


